
平成 7年 にお ける水稲 生育 の特 徴 と作柄 ・品質 に影響 した要 因 の解 析

1 . 背 景 とね らい        i

本 年 の 水 稲 生 育 は、 6 月 の低 温 ・十日照不 足 に よ り生 育 量 不 足 で 推 移 した。 また 、 い も ち病 の 早 期 発 生
i

と拡 大 、 東 色 が濃 く推 移 し追 肥 判 断 が 困 難 な 生 育 状 況 で 経 過 した。 7 月 下旬 の高 温 ・多 照 に よ り生育 が
'  4

回復 した もの、穂 卑期 か ら出穂期 に相 当す る 8 月 上旬 は
｀
低温 ・1 日

照不足 . 大 雨 とな り、 出穂の停 滞 と開

花 の不 揃 いが見 られ、 8 月 下旬 も日照不足 で経過 したため初期登熟 は緩 慢で あつた 。  | _   1

この よ うな、全期 間 にわ た る伝 宮射条件下 で作況指数 は 「9 6 」 のやや不 長 とな った ものの、 1 等 米

比率 が県 平均 で 「9 0 . 4 % 」 と高品質米 生産 を可能 と した。                j

そ こで、本県 産米 の今 後 あ安定れな高品質 米生産 を維 持す るた めた、本年 か水稲 作柄 の衰 菌 につ いセ

検討 した ので指導 上 の参 考 に供 した い。

2 . 技 術 内容               ‐

( ア) 平 成 7 年 水稲 生育経 過

別紙  平 成 7 年 度水稲作 生育経過 図 参 照 の こと

( イ) 現 状 と今後 の対応 策    ! 十
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目項 状現 今 後 の 対 応 策

象気

生 育 予 測

D V R に よ るス テ ー ジ予 測

メ ッ シ ュ気 象 情 報 シ ス テ ム活 用

地 域 気 象 変 動 の検 討  十

診 断 圃 気 象 観 測 体 制 の整 備 と予 測 の 高 度 化

日射 量 デ ータの 測 定 体 制 整 備

長 期 予 報 の 数 値 化 と予 測 へ の活 用

栄 養 診 断 技 術

品 種 別 の 栄 養 診 断基 準

分 析 → 診 断 と追
! 】
巴対 応 時 郷 に時

間 的 ギ ャ ッ プ ( 事前 診 断 )

品 種 別 の き め細 か な 診 断 基 準 の作 成

広 域的 迅速 な診 断手法 の開発   |  '

地 力 ( 土壌室 素発 現) に 対応 した肥増管理

土壊 メリシユシステ ムの活 用方 策

い も ち病 対応

8 L A S T M によ る感 染好 通 予 測

藁 い も ち の 早 期 発 生 、 広 域 発 生

葉 い も ち注 意 報

穂 い も ち警 報

例 年 発 生 の極 少 な い地 域 で の 発

生 多 い。 初 期 防 除 の 遅 れ 。

営 農 形 態 や 地 域 の 品 種 抵 抗 性 な! 考慮 した

防 除 体 制 め整 備
‐

① いもち病育苗期感染防止 の徹底

0発 生予察 に基づ く臨捜防除指導の徹底

③防除体制が弱体な地域 に対する票 いもち

予防防除 と穂 いもち防除体系の指導徹底

品 質 向 上

量収

・や や 不 良 の 作 柄 で は過 去 最 高 の

1 等 米 比 率

・気 象 に対 応 した 適 正 籾 数 の確 保

と適 用 の刈 り取 り

適 期 刈 り取 りを一 層 微 底

乾 燥 調 整 仕 上 げ の 精 度 向 上

適 期 刈 り取 り幅 の検 討

登 熟 診 断 技 術 の確 立
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